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「大宮炭復活にかける思い」今月の
表紙

今月の表紙は炭窯に火をつけた
次の日、火加減を調節している
加藤さんを撮影した一枚です。

大宮炭焼き窯同好会　プロフィール（順不同）
古都純孝さん、舩越勲さん、佐藤範明さん、徳岡幸人さん、
藤原克己さん、田渕茂樹さん、畑誠章さん、上田雅明さん、
田辺次良さん、名和川勝さん、古都久志さん、加藤信貴さん、
段塚傑さん、佐藤武司さん、西村幸治さん

　大宮はたたら製鉄の地として、製造に必要な炭を作る“炭焼き”が盛んに行われ、「大宮
炭」というブランドを有していました。時代の流れと共に燃料が炭から石油とへ変わり大
宮炭は一度消滅してしまいます。地元の有志が集まり、「何とか復活させたい」と『大宮
炭焼き窯同好会』が結成され、平成27年に窯作りがスタートしました。復活し、地域の方
から「煙のにおいが懐かしい」という声があがっています。
　炭焼きを牽引している加藤信貴さんは５年前に大宮の景色に一目ぼれし、夫婦で日南町
に移住されました。「折角の文化が途絶えてしまうことは悲しい。細々とでいいので長く
続けていくことができれば」と今後の目標を話されました。

炭ができるまで

①【炭材詰め】窯の中に木を詰めていく。
②【乾燥】入り口で火を焚き、徐々に温度を上げながら乾燥させる。
③【着火】木が自ら燃え始め、タール等不要な物質が煙と共に抜け始める。
④【精煉】煙突の温度を見ながら火を焚くのをやめ、風を送り、炭を硬く締める。
⑤【消火】窯が膨らみ、煙の色がなくなってくると、入り口を塞ぎ、消火する。
⑥一週間ほど冷まし、完成！

★ポイント
③④の工程で窯の中は見えませんが火加減を間違えると炭が生焼けに
なってしまいます。目安の温度を基準としますが後は感覚です。現役で
されていた方に教えてもらいながら感覚をつかんでいるそうです。

せいれん



・遊ぶところが少ない（多数）
・自然が豊か（森、川、お米、とれたての野菜、ホタル）
・さくらクレパスを作った人が生まれた町
・店が少ない（多数）
・静かでいい、住みやすい、大好き
・高齢者を大事にしている、優しい人が多い
・交通の便が少ない、電車が少ない
・若者が少ない　　　　　　　　　　　　　　など

　「地域とともにある学校づくり」をすすめるため、日南町では、令和４年にコミュニティ・スクール
を導入します。
　町の教育の主役は子どもたち。小中学生にもCS（コミュニティ・スクール）の説明を行い、「日南
町をどんな町にしたいか」熟議をやってみました。小学校６年生、中学校１年生、２年生それぞれ、町
に対していろいろな思いや願いをもっていることが分かり、未来の町を担う子どもたちの姿に希望をも
ちました。

特集　コミュニティ・スクール～第３弾～

日南町をどう思っていますか？日南町をどう思っていますか？日南町をどう思っていますか？

・遊び場、みんなが集まれる場所がほしい（多数）
・すばらしい自然を生活に活かす町
　＊木を使って店をつくる、公園をつくる、木を使った
　　施設（アスレチック）を増やす
・もっとお店を増やす
・インターネット環境をよくしてほしい
・いろいろな人に日南町をもっと知ってほしい
・自然を生かした観光資源を増やす（キャンプ場、アスレ
　チック、木のすべり台）
・交通の便が良くなってほしい
・現状維持、このままでよい　　　　　　
・子どもが活躍できる町
　　⇒小中学生限定のアルバイト（草取りとか）
　　⇒商品を作って売る（木の実でリースとか）　　など

どんな町になってほしいですか？どんな町になってほしいですか？どんな町になってほしいですか？

オールにちなんCSミーティングオールにちなんCSミーティング

〈問い合わせ先〉教育委員会
　　　　　　　　TEL ８２ー１１１８

～子どもたちの巻～

６年生（11/30）

中学１年（12/14）

中学２年（12/10）

3　  広報にちなん令和３年２月

一人一人が、
しっかり町の事を見て、
感じています！

子どもたちの願いを実現させるのは
大人の私たち。
子どもたちの夢を､ぜひかたちにしましょう！



今後の夢や目標は

　夢はまだ決まっていませんが、コツコツと貯金
をして親に迷惑をかけない生活をしていきたいです｡

今後こんな日南町になったらいいな
と思うことはありますか

　自然豊かで人が優しい日南町が好きです。人口
が減ったら寂しいなと思います。人が来ないから
できないかもしれませんが、娯楽施設ができたら
いいなと思います。

　今年度から林業アカデミー2期生として1年間
林業の知識や技術を学んでいます。まだまだ未
熟なので今以上に練習や勉強をして頑張ってい
きたいと思います！

現在取り組んでいることで
頑張っていることは

　切った木が倒れるところを見た時、想像以上
の迫力に死を感じ、圧倒されました。林業は危
険を伴う作業が多く、生半可な気持ちでできな
い仕事だと思います。ですが、9ヶ月間学び、
日南町の森を守りたい、森林災害が起こらない
よう手入れをしていきたいという思いが生まれ
ました。

林業を学んでみてどうですか

　皆でボール遊びをしたことです。今思うとな
んであんなしょうもないことで喧嘩したり、笑
いあったりしていたのだろうと思いますが、幸
せだったなと思います。小・中と9年間は同じメ
ンバーなのでとても仲が良いです。今でも連絡
を取り合い、コロナが流行する前までは集まっ
て遊んでいました。

小学校の思い出は

プロフィール
　2000年11月生まれ。

（霞）現在はにちなん中

国山地林業アカデミーで

実習を積み、４月から日

南町森林組合に就職予定。

 広報にちなん令和３年２月　  45　  広報にちなん令和３年２月

特集  祝成人！オッサンショウオが行く特別号　

   新成人の皆さん
おめでとうございます！
令和２年度、40名の方が成人を迎えました。成人を迎えられたこと、心よりお祝い申し上げます。新型
コロナウイルス感染症拡大防止のため成人式は延期となりましたが、今回はオッサンショウオが行く特
別号として、新成人となられた４名の方にオッサンショウオが会いに行きました。
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あ
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矢田貝 佳孝さん
やたがい よしたか

にちなん中国山地林業アカデミー 
教育運営科長 小菅 良豪 さん

メッセージ

　林業アカデミー2期生のなかでは2番目に若いです

が、年上の同級生と共に学ぶことで、日々成長してい

ます。はじめは林業についても漠然と受け止めていま

したが、秋頃からは徐々に林業について探求する姿勢

に変わり、積極的に質問するようになりました。

　将来は地元に就職して、林業を通じて大好きな日南

町の森林の護り手として、長く活躍してほしいです。

今後の目標は

　働き始めてからもうすぐ２年が経ちますが、まだ
まだ未熟なので、まずはお客様に顔を覚えてもら
い、頼ってもらえるようになる
ことが目標です！

日南町への思い

　窓口に来られる方と上司の話を聞いていると、日南
町で育った私も知らない行事や歴史が沢山あるなと感
じています。地元で働き、地元のことを学ぶことがで
きて嬉しく思っています。これからも学んでいき、自
分が次世代に語り、思いを繋いでいきたいです。

　高校の進路選択で、就職したいと思い始めて
いた時期に担任の先生に勧めてもらいました。
小・中学校時代はまさか自分が窓口業務をする
とは思えないような内気な性格でしたが、日野
高校在学中にソフトテニス部のキャプテンを経
験し、少しずつ成長できたことで自信につなが
りチャレンジしたいと思ました。

郵便局に就職したいと
思った理由は

　業務の多さです。郵便窓口、保険窓口、貯金
窓口と大きく分けて３種類あり、まずは知識を
蓄えることが大変でした。特に保険は形のない
商品なのでお客様に説明することが難しいなと
感じています。

難しいと思うことは

　お客様に気持ちよくご利用いただくために、
元気のいい挨拶を心がけています。

頑張っていることは

プロフィール
　2001年３月生まれ。（霞）

日野高校卒業後、日本郵便株式

会社に就職。日南郵便局に勤務

しており、今年で２年目となる。

井谷 莉菜さん
いだに り　な

日南郵便局
局長 兼田 佳則さん

メッセージ

　日南郵便局で２年目となる今年度は、他のメンバーと

しっかりコミュニケーションをとり、明るく、元気に頑

張ってくれています。業務知識等を着実に身に付け、お

客様にも積極的に笑顔で声掛けをしています。井谷さん

の長所である前向きで素直な性格が仕事に活かされてい

ると思います。今後も常に感謝の気持ちを忘れず、社会

に貢献することを意識しながら、楽しく仕事に励むこと

を祈念しています。期待しています！

かねだ よしのり

こすが よしたけ
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井谷 莉菜さん
いだに り　な

日南郵便局
局長 兼田 佳則さん

メッセージ

　日南郵便局で２年目となる今年度は、他のメンバーと

しっかりコミュニケーションをとり、明るく、元気に頑

張ってくれています。業務知識等を着実に身に付け、お

客様にも積極的に笑顔で声掛けをしています。井谷さん

の長所である前向きで素直な性格が仕事に活かされてい

ると思います。今後も常に感謝の気持ちを忘れず、社会

に貢献することを意識しながら、楽しく仕事に励むこと

を祈念しています。期待しています！

かねだ よしのり

こすが よしたけ



日南町の思い出や好きなところ

　小４からスポーツ少年団に所属し野球をやってい
たことが印象に残っています。大会に出たり広島ま
で遠征に行ったりしたのはいい思い出です。日南町
はお店が少なく不便なこともありますが、静かで人
が少ないところもいいところだと感じています。

今後の夢や目標を教えてください

　自分のできることを増やせたらと思います。
今、いろんな人に助けてもらっているので一人で
できるようになり、そして助けられるようになれ
たらいいなと思います。

プロフィール
　2000年８月生まれ｡（石見）日野

高校卒業後、グリコマニュファク

チャリングジャパン株式会社へ就職。

（当時鳥取グリコ株式会社）鳥取工

場の生産技術課菓子係菓子仕上チー

ムで働き、今年２年目となる。

田邊 奏太朗さん
たなべ そうたろう

グリコマニュファクチャリング
ジャパン株式会社
鳥取工場 工場長 臼井 選 さん

メッセージ

　入社以来の２年間、田邊君を見てきましたが、成長

に驚かされます。後輩やパートさんにてきぱきと指導

している姿は頼もしく感じます。しかし、成長や勉強

は一生のものです。一年が経過した時、必ず一年前の

自身と比べて、成長した部分をいくつも挙げられるよ

うになって下さい。将来はグリコ鳥取工場を背負って

立てるよう、自己研鑽を続けて下さい。期待しています！

うすい えらぶ

日南町での思い出は

　職場体験もそうですし、小学校5年生の頃に神楽
をしたことが思い出に残っています。太鼓をし、
楽しかったのですが今思うと大蛇もしてみたかっ
たなと思います。

今後の目標は

　助産師になるためには看護師の資格が必要なの
で、来年看護師の国家資格に合格することを目標
に勉強や実習など頑張っていきたいです。

日南町への思い

　食べ物が美味しく人が優しい日南町が好きで
す。小さい頃の自分を知っている人が多く何を
やってもすぐに広まってしまうところが少し恥ず
かしいですが、地元の方のおかげでここまで育つ
ことができたので感謝しています。特に要望はな
いですが、バスの本数が少なく、免許をもってお
られない方には不便なのではないかと思います。

　中学校の頃の職場体験です。日南病院での実
習で、北垣麻規子さんを始めとする看護師さん
に、丁寧に詳しく教えていただきました。自分
がお世話になった方が通院されているのをみ
て、自分も日南町に恩返しできたらと思い、志
しました。家族のことも考え、看護の専門的な
知識をもちたいという思いもありました。

医療の道を志そうと思った
きっかけは

　勉強が大変だなと思います。国家試験も難し
いですし、授業も高校の頃と比べて重みが全く
違うなと思います。大変ではありますが将来の
夢に直結することなので、楽しく勉強しています｡

苦労していること､難しいな
と思うことは

出口 七愛さん
でぐち ななえ

日南病院一般病棟
副看護師長 北垣 麻規子さん

メッセージ

　やりがいの持てる「医療の道」を選んでくれて嬉し

く思います。患者さんのメッセージから、勇気づけら

れる自分があります。多くの人と出会い、経験してい

く事が、自分の人生の糧となり、成長していけると思

います｡医療に対する学びの中で悩むときがあれば、

いつでも声をかけてください。いつまでも、あなたの

応援団ですから。日南からエールを送ってますよ。

きたがき まきこ
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迎
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。
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。
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な
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８
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。
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。
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仲
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入
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受
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く
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取
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　工場で機械の保全をしたり、仕上げ工程のラ
インで作業を行ったりしています。鳥取工場は
全国の中でもトップの品質を誇っており、製品
として安心安全なものを食べていただくために
も機械の保全は大切だと感じています。

主な仕事内容は

　先輩方が気さくで、優しく声をかけてくださ
り、働きやすい会社だなと感じています。年齢
が離れている方も息子のように接してくれるこ
とが嬉しいです。

働いてみてどうですか

　最近機械の保全の仕事を教えていただいてい
るのですが、機械が多い分、覚えることが多く
大変だなと感じます。まずはしっかりと仕事を
覚え、会社で使えるような資格を取得するため
に勉強を頑張りたいです！

難しいこと･頑張っていることは

　全国で販売されているチーザとPREMIUM
熟カレーは全て鳥取工場で製造されたものです。

プロフィール
　2000年７月生まれ。(多里)

米子西高校を卒業後、広島県

立三次看護専門学校へ進学。

助産師になることを夢に勉強

に励んでいる。現在２年生。

特集  祝成人！オッサンショウオが行く特別号　
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人
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
と
会
え
る
こ
と
を
ま

た
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

に
負
け
ず
、
輝
き
を
失
わ
ず
、
さ
ら
に
輝
き

を
増
し
た
皆
さ
ん
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

信
じ
て
い
ま
す
。

　ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　工場で機械の保全をしたり、仕上げ工程のラ
インで作業を行ったりしています。鳥取工場は
全国の中でもトップの品質を誇っており、製品
として安心安全なものを食べていただくために
も機械の保全は大切だと感じています。

主な仕事内容は

　先輩方が気さくで、優しく声をかけてくださ
り、働きやすい会社だなと感じています。年齢
が離れている方も息子のように接してくれるこ
とが嬉しいです。

働いてみてどうですか

　最近機械の保全の仕事を教えていただいてい
るのですが、機械が多い分、覚えることが多く
大変だなと感じます。まずはしっかりと仕事を
覚え、会社で使えるような資格を取得するため
に勉強を頑張りたいです！

難しいこと･頑張っていることは

　全国で販売されているチーザとPREMIUM
熟カレーは全て鳥取工場で製造されたものです。

プロフィール
　2000年７月生まれ。(多里)

米子西高校を卒業後、広島県

立三次看護専門学校へ進学。

助産師になることを夢に勉強

に励んでいる。現在２年生。

特集  祝成人！オッサンショウオが行く特別号　
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鳥取大学医学部附属病院
耳鼻咽喉科頭頸部外科
医師

矢間　敬章 384

　耳
は
外
耳
・
中
耳
・
内
耳
と
い
う
３
つ
の

部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
外
耳
に

入
っ
た
音
は
中
耳
で
音
圧
を
増
幅
さ
せ
、
内

耳
に
あ
る
蝸
牛
と
呼
ば
れ
る
器
官
で
音
の
振

動
を
電
気
信
号
に
変
換
し
ま
す
。
電
気
信
号

に
変
換
さ
れ
た
音
は
聴
神
経
を
伝
わ
り
、
脳

幹
を
通
っ
て
大
脳
へ
伝
わ
り
、
音
と
認
識
さ

れ
ま
す
。
難
聴
は
こ
の
３
つ
の
部
分
の
い
ず

れ
か
、
も
し
く
は
全
て
が
障
害
さ
れ
る
こ
と

で
起
こ
り
ま
す
。

　難
聴
に
は
３
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　「
伝
音
難
聴
」
と
「
感
音
難
聴
」
、
お
よ

び
こ
の
二
つ
の
難
聴
が
組
み
合
わ
さ
っ
た

「
混
合
性
難
聴
」
で
す
。

①
伝
音
難
聴

　「
伝
音
難
聴
」
は
、
特
に
外
耳
と
中
耳
に

病
気
が
あ
る
場
合
に
生
じ
る
難
聴
で
す
。
文

字
通
り
、
音
を
上
手
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
原
因
が
あ
る
状
態
で
す
。
例
え
ば
、
耳

垢
が
外
耳
道
に
詰
ま
っ
て
い
た
り
、
鼓
膜
に

穴
が
開
い
て
い
た
り
す
る
場
合
、
音
が
上
手

く
耳
の
中
に
入
っ
て
行
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

中
耳
に
は
、
耳
小
骨
と
い
う
音
を
伝
え
る
た

め
の
小
さ
な
骨
が
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
耳
小
骨
の
動
き
が
悪
く
な
っ
た
り
、
病
気

で
壊
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
連
続
性
が
途
絶
え

る
こ
と
で
も
、
音
を
上
手
く
伝
え
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
鼓
膜
の
奥

の
部
屋
（
鼓
室
）
に
水
や
膿
が
た
ま
る
中
耳

炎
の
時
も
こ
の
タ
イ
プ
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　こ
の
「
伝
音
難
聴
」
は
、
裏
を
返
せ
ば
音

を
上
手
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
治
す
こ
と
が

で
き
る
難
聴
と
も
言
え
ま
す
。
耳
垢
が
詰

ま
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
掃
除
を
す
る
と

よ
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

鼓
膜
に
穴
が
開
い
て
い
れ
ば
そ
れ
を
塞
ぐ
手

術
を
し
た
り
、
耳
小
骨
が
壊
れ
た
り
動
か
な

く
な
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
作
り
変
え
る
手

術
を
し
た
り
、
鼓
室
に
貯
留
物
が
あ
れ
ば
そ

れ
を
取
り
除
い
て
あ
げ
る
こ
と
で
聴
力
の
改

善
が
見
込
め
ま
す
。

②
感
音
難
聴

　「
感
音
難
聴
」
は
、
内
耳
や
聴
神
経
お
よ

び
脳
な
ど
の
機
能
が
落
ち
る
た
め
に
生
じ
る

難
聴
で
す
。
こ
れ
も
文
字
通
り
、
音
を
感
じ

る
能
力
が
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
で
生
じ
る
難

聴
で
す
。
「
感
音
難
聴
」
の
病
態
は
色
々
な

原
因
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
神
経

機
能
が
落
ち
た
の
か
、
は
っ
き
り
と
し
た
原

因
が
特
定
さ
れ
に
く
い
難
聴
で
す
。

　結
局
、
加
齢
に
伴
う
難
聴
で
あ
る
と
か
、

突
然
生
じ
た
場
合
は
突
発
性
難
聴
で
あ
る
な

ど
、
推
定
病
名
し
か
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
急
激
に
発
症
し
た
場
合
は
、
治
療
に

よ
り
改
善
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
難
聴

が
生
じ
て
も
放
置
し
て
い
た
り
、
長
い
年
月

を
か
け
て
難
聴
の
進
行
が
見
ら
れ
た
り
す
る

場
合
は
、
治
り
に
く
い
病
態
で
す
。
難
聴
を

自
覚
し
た
時
に
は
、
な
る
べ
く
早
く
耳
鼻
科

を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

③
混
合
性
難
聴

　「
混
合
性
難
聴
」は
、「
伝
音
難
聴
」と「
感
音

難
聴
」が
組
み
合
わ
さ
っ
た
難
聴
で
す
。

　一
番
多
い
原
因
は
中
耳
炎
で
す
。
中
耳
炎

の
影
響
で
耳
小
骨
の
動
き
が
悪
く
な
っ
た
り
、

鼓
室
に
水
や
膿
が
た
ま
っ
た
り
、
鼓
膜
が
破

れ
て
耳
だ
れ
が
出
た
り
す
る
な
ど
の
症
状
で

伝
音
難
聴
を
生
じ
、
さ
ら
に
内
耳
に
も
炎
症

が
広
が
っ
て
、
聴
神
経
の
能
力
を
落
と
す
と

い
う
病
態
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
耳
炎

は
放
置
せ
ず
に
早
め
に
適
切
な
治
療
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　　難
聴
を
自
覚
し
た
際
は
治
療
が
可
能
な
病

気
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
、
ま

ず
耳
鼻
科
を
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

治
療
が
難
し
い
場
合
に
は
、
難
聴
の
程
度
が

補
聴
器
を
使
う
の
に
見
合
っ
て
い
る
か
ど
う

か
、
相
談
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
中
に
は

補
聴
器
の
効
果
が
期
待
で
き
な
い
く
ら
い
高

度
の
難
聴
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
工
内
耳
と
い
う
道
具
も

近
年
広
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
全
く
聞
こ
え

な
く
な
っ
て
き
た
と
し
て
も
す
ぐ
に
は
諦
め

ず
、
耳
鼻
科
で
相
談
し
て
い
た
だ
く
の
も
良

い
か
と
思
い
ま
す
。

第１話 
｢難聴の種類｣

【
耳
の
構
造
と
難
聴
が
起
こ
る
仕
組
み
】

【
難
聴
の
種
類
・
病
態
】

【｢

聞
こ
え
に
く
い
な
」
と
感
じ
た
ら…

】

やざま ひろあき

～耳の聞こえ特集～ 【耳の構造と音の伝わり方】

　鳥取大学耳鼻咽喉科頭頸部
外科の矢間です。平素は大学
病院において耳科疾
患の診療を担当して
おります。今回は難
聴についてお話をさ
せて頂きます。

※

次
号
で
は
、｢

老
年
性
難
聴｣

に
つ
い
て

　掲
載
予
定
で
す
。
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　健
康
寿
命
と
は
、
介
護
や
人
の
助
け
を
借
り
ず
に
寝
起
き
、
衣
類
の
着
脱
、
食

事
、
入
浴
な
ど
普
段
の
生
活
が
一
人
で
で
き
、
健
康
的
な
日
常
が
送
れ
る
期
間
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　健
康
寿
命
と
よ
く
比
較
さ
れ
る
の
が
『
平
均
寿
命
』
で
す
。
平
均
寿
命
と
は
、
０
歳
の

と
き
に
何
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
の
か
を
統
計
的
に
予
測
し
た
平
均
余
命
の
こ
と
で
す
。

　鳥
取
県
の
平
均
寿
命
は
女
性
87
歳
（
全
国
14
位
）
、
男
性
80
歳
（
全
国
39
位
）
と

伸
び
ま
し
た
。
ま
た
、
健
康
寿
命
は
、
女
性
74
歳
（
全
国
40
位
）
、
男
性
71
歳
（
全

国
33
位
）
で
す
。
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
は
、
介
護
を
受
け
る
か
寝
た
き
り
の

状
態
で
生
活
す
る
期
間
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ

と
に
意
識
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
①
感
情
豊
か
で
、
生
き
が
い
・
趣
味
を
も
つ
。
②
ス
ポ
ー
ツ
を

好
む
。
③
友
人
と
の
交
際
を
好
む
。
④
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
。
⑤
時

代
の
移
り
変
わ
り
に
敏
感
に
な
る
。
こ
う
し
た
実
践
が
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
五
感
を
使
っ
て
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
か
ら
だ

そ
う
で
す
。
ま
さ
に
、
生
涯
学
習
そ
の
も
の
で
す
。

　町
民
の
み
な
さ
ん
も
、
絵
を
描
い
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
す

る
な
ど
趣
味
と
し
て
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
百
歳
体
操
を

時
間
を
決
め
て
実
践
し
た
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
に
参
加
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
友
人

と
つ
き
合
い
な
が
ら
楽
し
く
心
豊
か
に
生
活
さ
れ

て
い
ま
す
。
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
の
生
活
で
す
。

　以
前
、
人
生
学
園
に
参
加
し
て
お
ら
れ
る
方
が
、

｢

み
ん
な
と
会
っ
て
、
同
じ
趣
味
を
持
っ
て
学
習
す

る
の
が
と
っ
て
も
楽
し
い
。
早
く
来
月
が
来
な
い

か
な
。｣

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
『
行
き
た
い
所
が

あ
り
、
し
た
い
こ
と
が
あ
り
、
会
い
た
い
人
が
い

る
。
』
そ
ん
な
生
活
が
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
の
で
す
。

　さ
あ
、
明
日
か
ら
み
な
さ
ん
も
生
涯
学
習
を
実

践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

88
No.

社
会
教
育
推
進
だ
よ
り

健
康
寿
命
と
生
涯
学
習

　昔は、なりたい職業で「学校の先生」が多かったように思います。小中高校それぞれ学校生活で、先生か

らの何気ない言葉が嬉しかったり、一緒に運動や遊びをしてくれたりしたことが理由のようでした。「本気

で怒ってくれた、一緒に泣いてくれた」ことが心に残り、憧れの職業ランキングの上位だったと記憶してい

ます。

　学校というところは子ども達が一番中心になっている場所です。これから上の学校へ進み、数年後には社

会を担う大切な一員となります。その重要な小学校時代の学校生活が楽しくないと感じているとすれば、そ

れは残念なことではないでしょうか。児童・生徒と先生、保護者、私達住民とが面と向かって、どうすれば

よいかをもっともっと話し合うべきだと思います。

　６年生は人生一つの節目である大切な「卒業・中学校入学」です。家族皆さんで色々話されていることと

思います。５年生以下の児童は進級します。新学年になったらこんなことをしてみたい、これにチャレンジ

したいとワクワクの日々でしょう。

　これから何十年と希望を持ち続け生きていく小学生、中学生。私は星になる日まで何年生きられるかわか

りませんが、私達の年代がもっともっと楽しく生きていけば、子ども達に必ず伝わります。

　1１月からの卓球練習は、技術の向上が目的ではなく、ルールやマナーを身に付けてもらいたいと願って

始めました。保護者の皆さんのご理解をよろしくお願いします。

※１月号の答え：①陸稲
連絡先　教育委員会　82-1118　　コーディネーター荒金 敏文　携帯 080-5232-7712

　卓球のラケットの握り方は世界を見てもシェークハンドが主流となっています。

もう一つ握り方があります。それは何というのでしょう？

①キイホルダー　　②レコードホルダー　　③ペンホルダー

クイズ

地域コーディネーターだより

「問題」　卓球編

人生学園ガーデニングコース



住みよい県土づくり表彰式
建設業の魅力を発信

鳥取県から9年ぶり！
農事の功績を称えて国から表彰

　令和 2 年度大

日本農会農事功績

者表彰の緑白綬

有功章を坪倉勝幸

さん（阿毘縁）（全

国農業士連絡協議

会会長）が受章さ

れました。この章

は公益社団法人大

日本農会総裁秋篠宮皇嗣殿下より授けられ､コロナ禍

のため､平井知事から伝達されました。今回の章は､水

稲の機械化一貫体系や新技術を先駆的に導入すると

ともに、大規模稲作等による優良経営を実施された

「農事改良等の実績」と、青年農業者の育成や生産基盤

の改良等に尽力された「地域農業への貢献」により鳥取

県から推薦され､受章となりました。

11

６

まちの話題まちの話題

　第20回住みよい県土づくり表彰式が行われ、大柄司

さん（有限会社大柄組代表取締役・一般社団法人鳥取

県土木施工管理技士会理事）が国土交通大臣表彰を、

上石見自治会（代表：吉澤晴美会長）と生山自治会

（代表：山本裕二会長）が鳥取県知事表彰を受賞され

ました。「住みよい県土づ

くり表彰式」とは、優良建

設工事の施工者や土木施設

清掃等に貢献したボラン

ティア団体等の表彰や、国

土交通大臣表彰の披露及び

顕彰の伝達が行われる場で

す。賞の伝達・披露を通し

て建設業の魅力や公共工事

の役割理解を深めてもらう

ことを目的に開催されてい

ます。表彰式では、平井知

事より功績への謝辞が述べ

られ表彰状が授与されまし

た。

11

26

令和2年度秋の叙勲
旭日双光章受章

　国や公共のために各分野において優れた行い・功労

のあった方などに対し、国としてその功績や業績を表

彰する“秋の叙勲”において村上正広さん(笠木)が旭日

双光章を受章されました。

村上さんは平成７年から平

成31年の24年間日南町議会

議員として、地域自治の舵

取りの一翼を担いました。

在職中は議長をはじめ、委

員会の委員長等歴任し、豊

富な経験と卓抜なる見識を

もって地方自治の発展に多

大な貢献を果たされました｡

12

４

町内生産者が多数受賞

　「第18回 日野川源流米コンテスト」が開催され、旧日野郡4町より出品

があった145点の中から、町内の生産者が多数受賞いたしました。今年は新

型コロナウイルス感染拡大防止のため、最終審査を行っていた農と食の

フェスタが中止となり、１次審査の食味・整粒審査のみを実施し、受賞者

を決定しました。最優秀賞は花口の坪倉富章さんが初の受賞となりまし

た。２年連続で町内の生産者が最優秀賞に選ばれました。

12

14
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受賞者（敬称略）

おおえ　つかさ

よしざわ はるよし

やまもと ゆうじ

りょくはくじゅ

ゆうこうしょう つぼくら かつゆき

あきしののみやこうしでんか

むらかみ まさひろ きょくじつ

つぼくら とみあき

山影みゆき（福寿実）、(農 ) エコファームHOSOYA（茶屋）、

山影明也 (福寿実 )、荒金敏文（阿毘縁）、長尾　保（江府町）、

高橋秀紀（茶屋）

最優秀賞

優秀賞

奨励賞

つぼくら とみあき

坪倉富章（花口）

舩越　勲（折渡）、高橋長年（茶屋）、村上　譲（下阿毘縁）
ふなこし

やまかげ

やまかげ はるや

たかはし ひでのり

あらかね としふみ ながお たもつ

いさお たかはし ながとし むらかみ ゆずる

そうこうしょう



佐武林蔵さんの思いがつながる
佐武賞授賞式

12

14

　令和２年度佐武賞授賞式が開催され、町から日南小学校６年生の

島山湊太さん(写真左)、５年生の田中真央さん(写真右)が受賞されま

した。「佐武賞」は日野郡の小学生を対象とするコンクールで学年

ごとに優秀作品が選ばれ、一般財団法人佐武会から贈られています。

（一般財団法人佐武会…昭和32年、株式会社サクラクレパスの創設

者でもある佐武林蔵さん(福栄)の寄付により設立され、令和２年３

月をもって解散しました。佐武賞は続いてほしいとの思いから解散

後も町教育委員会主催で授賞式が行われています。）受賞者は「ま

さか選ばれると思っていなかったので嬉しい。これからも絵を描き

続けていきたい」と受賞を喜びました。町内外より６名の方が受賞

され、島山さんは昨年度に引き続き２年連続の受賞となりました｡

１／２成人式開催　10歳を祝福
12

14

　PTA活動として日南小学校４年生の１／２成人式が行われました。子どもた

ちは、担任の藤優伽先生から賞状を受け取った後、今までの思い出やこれから

の夢を発表しました。保護者より出産時の様子や、大きく育ってくれたことの

感謝、家での手伝いのお礼等の言葉を伝えられ、はにかみながらも嬉しそうに

頷いていました。前向きで心温まる会に、会場いっぱいの笑顔が溢れました。

12

26

にちなんっこクラブ
新年の書き初め

　今年もにちなんっこクラブ新年の書き初め教室が行わ

れ､１年生～６年生17人の児

童が参加しました。赤木真理

さんをはじめとした講師の

先生方に筆の持ち方や運ば

せ方を習い、それぞれが作

品を完成させました。

年末年始　新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため、帰省自粛を呼びかけ

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、町外

からの帰省自粛をお願いし、成人式や出初式も延期

や中止となる等異例の年末年始を迎えました。感染

症拡大は止まらず、１月11日時点で埼玉県、千葉

県、東京都、神奈川県（１都３県）へ２回目の緊急

事態宣言が発令されています。

11　  広報にちなん令和３年２月

まちの話題まちの話題

しまやま そうた たなか ま　 お

さたけ りんぞう

あかぎ ま　 り

年末
年始

ふじ ゆうか

にぶんのいち

にぶんのいち

12

14
１

５
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Ｌ
Ｐ
ガ
ス
器
具
を
安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う

【
ガ
ス
臭
い
と
感
じ
た
ら
】

①
火
源
と
な
る
裸
火
を
使
用
せ
ず
、
換
　

気
扇
ス
イ
ッ
チ
に
も
手
を
触
れ
な
い
。

②
戸
や
窓
を
大
き
く
開
け
て
ガ
ス
を
屋
　

外
に
追
い
出
す
。

③
全
て
の
器
具
栓
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
る
。

　
ガ
ス
漏
れ
の
原
因
が
わ

　
か
ら
な
い
と
き
は
「
販

　
売
店
」
ま
た
は
「
緊
急

　
時
の
連
絡
先
」
に
連
絡

　
す
る
。

【
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
て

　
　
　
　
地
震
が
発
生
し
た
ら
】

①
安
全
な
と
こ
ろ
で
姿
勢
を
低
く
し
て

　
揺
れ
が
お
さ
ま
る
の
を

　
待
つ
。

②
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
か

　
ら
消
火
し
、　
器
具
栓

　
を
閉
め
る
。

③
避
難
す
る
と
き
は
器
具

　
栓
、ガ
ス
の
元
栓
、メ
ー

　
タ
ー
ガ
ス
栓
、
容
器
バ

　
ル
ブ
を
す
べ
て
閉
め
て
か

　
ら
避
難
す
る
。

（
特
に
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
き
は
自
分
の

安
全
を
優
先
す
る
）

【
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
】

　
近
年
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
設
備
に
は
マ
イ
コ

ン
が
内
蔵
さ
れ
た
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
が
普
及

し
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
は
次
の
よ
う
な
異
常

が
あ
る
場
合
に
自
動
的
に
ガ
ス
の
供
給
を
停

止
し
ま
す
。

①
ガ
ス
を
使
用
中
に
震
度
５
以
上
の
揺
れ
　

を
感
知
し
た
と
き
。

②
配
管
の
破
損
な
ど
で
大
量
の
ガ
ス
が
流
　

れ
た
と
き
。

③
ガ
ス
器
具
の
消
し
忘
れ
等
で
長
時
間
ガ
　

ス
を
使
用
し
続
け
た
と
き
。

【
積
雪
時
の
注
意
】

　
屋
根
に
積
も
っ
た
雪
が
落
下
し
、
屋
外
の

ボ
ン
ベ
や
配
管
が
破
損
し
ガ
ス
漏
れ
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
マ
イ
コ
ン
メ
ー

タ
ー
よ
り
ボ
ン
ベ
側
の
破
損
で
は
マ
イ
コ
ン

メ
ー
タ
ー
が
機
能
し
ま
せ
ん
の
で
、
ガ
ス
が

漏
れ
て
い
て
も
自
動
で
ガ
ス
は
停
止
し
ま
せ

ん
。

　
こ
ま
め
に
点
検
し
、
必
要
に
応
じ
て
除
雪

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
吸
気
口
や
排
気
筒
の

あ
る
器
具
で
は
吸
気
口

や
排
気
筒
が
雪
で
ふ
さ

が
れ
た
り
破
損
し
た
り

し
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
吸
気
口
や
排
気
筒
に

異
常
が
あ
る
と
火
災
や

不
完
全
燃
焼
、
中
毒
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

【
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】

問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
　
８
２―

１
１
１
１

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
空
気
中
で
は
気
体
で
存
在
し
、
引
火
に
よ
っ
て
爆
発
的
に
燃
焼
す
る
こ
と

か
ら
取
り
扱
い
に
注
意
が
必
要
で
す
。
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【
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
】

　今
年
度
の
「
み
ん
な
の
人
権
・
小
地

域
懇
談
会
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
世
界
的
大
流
行
を
踏
ま
え
て
、

テ
ー
マ
を
「
コ
ロ
ナ
禍
に
考
え
る
・
感

染
症
と
人
権
」
と
し
、
７
月
を
皮
切
り

に
昨
年
内
に
26
自
治
会
で
開
催
い
た
だ

き
ま
し
た
。
春
ま
で
に
あ
と
３
自
治
会

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
密
」
を
避

け
る
た
め
に
事
業
所
単
位
で
の
開
催
を

お
願
い
し
て
い
る
「
同
和
問
題
職
場
研

修
会
」
も
幾
つ
か
の
事
業
所
が
機
会
を

設
け
て
く
だ
さ
っ
て
、
こ
の
テ
ー
マ
で

お
話
し
し
て
来
ま
し
た
。

　感
染
症
が
大
流
行
す
る
時
に
は
、
病

気
の
痛
み
、
苦
し
み
、
近
し
い
方
が
亡

く
な
る
悲
し
み
と
と
も
に
、
必
ず
人
権

問
題
が
現
れ
ま
す
。
な
ぜ
差
別
や
偏
見
、

誹
謗
中
傷
が
始
ま
り
、
人
間
同
士
が
突

然
傷
つ
け
あ
う
の
か
？
そ
の
原
因
や
仕

組
み
と
、
過
去
に
流
行
し
た
感
染
症
が

引
き
起
こ
し
た
人
権
を
損
な
う
事
例
の

振
り
返
り
を
、
ス
ラ
イ
ド
に
映
し
な
が

ら
話
し
て
い
ま
す
。

　一
時
期
、
ほ
ん
の
り
と
収
束
感
が
漂

い
ま
し
た
が
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

る
今
、
世
界
中
・
日
本
中
で
爆
発
的
な

感
染
拡
大
に
至
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
の
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
終
息

へ
の
道
の
り
は
遠
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。

現
在
進
行
中
の
話
題
な
の
で
、
関
心
を

持
っ
て
聴
い
て
い
た
だ
け
て
い
る
よ
う

で
す
。

　感
染
者
の
急
激
な
広
が
り
を
受
け
て

１
月
７
日
、
国
に
よ
る
「
緊
急
事
態
宣

言
」
が
再
び
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

も
基
本
的
に
は
国
民
へ
の
活
動
の
「
自

粛
要
請
」
で
す
が
、
事
態
が
よ
り
深
刻

に
な
れ
ば
行
動
を
制
限
す
る
「
命
令
」

へ
と
進
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
、
国
に
よ
る

個
人
の
権
利
＝
私
権
の
制
限
と
い
う
、

と
て
も
大
き
な
人
権
上
の
議
論
も
表
面

化
し
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
感
染
の
予

防
・
拡
大
の
抑
制
に
努
め
、
自
他
の
生

命
を
守
る
こ
と
が
第
一
義
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
と
い
う
禍
（
わ
ざ
わ
い
）
は
人
権

に
係
る
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と
い
う

視
点
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
事
業
所
や
小
グ
ル
ー
プ
に
伺
い
ま
す
】

　１
時
間
程
度
で
お
話
し
て
い
ま
す
。

感
染
の
危
険
が
あ
る
「
密
」
を
避
け
る

意
味
か
ら
も
少
人
数
で
結
構
で
す
。
会

合
を
控
え
ら
れ
て
い
る
中
、
積
極
的
な

お
願
い
は
は
ば
か
ら
れ
ま
す
が
、
も
し

関
心
を
お
持
ち
い
た
だ
け
た
ら
、
人
権

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
８
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

２
月
の
人
権
相
談
・
行
政
相
談

み
ん
な
の
人
権
・
小
地
域
懇
談
会

　
　
　
　
と
同
和
問
題
職
場
研
修
会

■
日
時

　２
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　午
後
６
時
〜
７
時
30
分

■
会
場

　日
南
町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
講
師

　エ
レ
デ
ネ
ジ
ャ
ブ
・

　
　
　
　ノ
ミ
ン
・
エ
レ
デ
ネ
さ
ん

（
役
場
企
画
課

　交
流
支
援
員
）

☆
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
ノ
ミ
ン
さ
ん
の
お
話

や
歌
を
聴
い
て
、
楽
し
く
多
様
性
（
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
）
を
学
び
ま
す
。

日

　時

　２
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　午
前
９
時
〜
12
時

会

　場

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
道
の
駅
に
ち
な
ん
向
か
い
）

☆
事
前
の
予
約
は
不
要
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

「
世
界
の
多
様
性
を
知
ろ
う
」

〜
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
来
た
ノ
ミ
ン
さ
ん
〜

Vol. 143

電話８２－００７６
ﾌｧｸｽ８２－０１１０

【
次
回
予
告
】

〜
コ
ロ
ナ
禍
に
考
え
る
感
染
症
と
人
権
〜

日南福祉会の職場人権研修会（12/22）
利用者の方の感染予防に懸命に努めている皆さんです。

モンゴルの伝統楽器
「馬頭琴」
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第17回『小銭がたくさん』の巻不定期
連　載

娘の百合子さんは、週に１度はヨシ子さんの様子を見に来ていました。

ある日・･･大きな瓶に小銭がぎっしり入っているのを発見しました。

編集協力　日南病院　日南福祉会

運転免許証返納、認知症の相談は  日南町福祉保健課内  地域包括支援センター  電話 82-0374まで

2

4 1

お
金
の
計
算
が

出
来
な
い
の
か
な

？
？
？

い
い
じ
ゃ
な
い
、

お
金
持
ち
み
た
い
で
！

お
母
さ
ん

こ
ん
な
に

小
銭
が
・･･

5

小
銭
が
あ
る

で
し
ょ
、

よ
く
見
て

こ
の
ご
ろ

ほ
と
ん
ど

お
札
で
支
払
わ
れ

ま
す
よ
。

　認知症になってくると、お金の計算が

出来にくくなります。1000円札、500円

玉、100円玉、50円玉、10円玉、1円玉

の組み合わせを瞬時に理解することが困

難になり、お札で支払ってしまうように

なります。ヨシ子さんのようにお札ばか

りで支払いしていることに気づいたら、

他の生活全般にも困っていることがない

か気にかけてみましょう。生活の中で困

ることがあれば、地域包括支援センター

へご相談ください。

娘の百合子さん
（53歳）

ヨシ子さん
（82歳）

3

細
か
い
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

は
い
、

こ
れ
で

２
６
８
３
円

に
な
り
ま
す
。

あ
ら
、

さ
あ
？

い
つ
も

す
い
ま
せ
ん

今
日
は

百
合
子
と

来
た
の
よ

ヨ
シ
子
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ

え
え
と

・･･

お
母
さ
ん
、

も
し
か
し
て

日南商店

登場人物

＜解説＞
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不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
ま

し
ょ
う
と
言
わ
れ
は
じ
め
て
、

ず
い
ぶ
ん
時
間
が
経
ち
ま
し
た
。

そ
の
間
、
自
宅
で
で
き
る
ゲ
ー

ム
が
大
流
行
だ
っ
た
と
か
。
そ

う
い
え
ば
私
、
コ
ロ
ナ
が
は
や

る
前
に
「
鳥
獣
被
害
対
策
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
も
の
を

作
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ゲ
ー
ム
は
、
農
業
や
農

村
に
関
わ
り
の
な
い
人
た
ち
に
、

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
「
入
口
」
と

し
て
作
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
著
作
権
フ
リ
ー
の
素
材

を
使
い
、
誰
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

用
紙
を
用
意
し
て
、
印
刷
し
て

も
ら
え
ば
遊
べ
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
無
料
で
す
。

　
こ
の
ゲ
ー
ム
は
研
修
な
ど

で
の
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
目

的
に
作
成
し
た
も
の
な
の
で
、

対
策
を
学
ぶ
こ
と
よ
り
も
楽

し
む
こ
と
を
主
眼
に
置
い
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

過
疎
高
齢
化
の
問
題
や
柵
の

管
理
問
題
な
ど
も
盛
り
込
ん

だ
作
り
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

ゲ
ー
ム
後
に
ゲ
ー
ム
展
開
の

解
釈
や
何
が
重
要
だ
っ
た
か

な
ど
を
話
し
合
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。

と
は
い
え
、
「
楽
し
む
」
こ

と
が
主
眼
な
の
で
、
基
本
は

「
運
」
次
第
の
ゲ
ー
ム
で
す
。

　
あ
ま
り
難
し
く
考
え
た
り
、

悩
ん
だ
り
し
な
い
で
遊
ん
で

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
と
プ
リ
ン
タ
ー
と

用
紙
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
、
４
人
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と

３
密
に
気
を
付
け
た
空
間
を

用
意
し
て
、
レ
ッ
ツ
プ
レ

イ
！

https://drive.google.co
m
/drive/folders/125cb
5VTQ

FdcEXw
5qr-qP1ji

m
O
CyN

kfkg
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

読
み
込
ん
で
、
パ
ソ
コ
ン
に

ア
ド
レ
ス
を
送

信
す
る
と
、
楽

に
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。

獣害対策
最前線

クマった話

日野郡鳥獣被害対策協議会
実施隊チーフ　木下卓也
【問い合わせ】72-1399

　
２
期
生
も
12
月
よ
り
、
就
業
希
望
先
へ
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
入
り
、
い
よ
い
よ
就
職
に
向
け
た
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
先
で
は
、
昨
年
卒
業

し
た
一
期
生
と
一
緒
に
作
業
す
る
場
面
も
あ
り
、
林

業
を
通
じ
て
日
南
町
に
定
着
し
て
い
る
事
を
実
感
し

ま
す
。
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
視
察

予
定
で
あ
っ
た
林
業
機
械
展
中
止
な
ど
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
大
幅
な
変
更
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
一
年
で
し
た
。

　
ま
た
待
望
の
新
実
習
棟
も
フ
ル
活
用
し
な
が
ら
、

イ
ン
タ
ー
ン
で
の
課
題
を
修
正
し
て
、
希
望
す
る
林

業
事
業
体
へ
就
業
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
３
期
生
の
入
学
者
は
、

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

得
て
初
め
て
定
員
（
年
末

時
点
）
10
人
に
達
す
る
こ

と
が
確
実
に
な
り
ま
し
た

が
、
２
月
21
日
（
日
）
に

後
期
試
験
（
申
請
締
め
切

り
２
月
12
日
）
を
実
施
致

し
ま
す
。

【
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】

　https://nichinan-ipc.or.jp/forestry/

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
奮
闘
記

に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
T
E
L   

８
４

－

０
０
７
０

問

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
に
新
実
習
棟
が
完
成

林業退職金共済制度（林退共）についてお知らせ

　林退共は昭和57年に発足した林業会で働く方のために国が作った退職金制度です。この制度は事業主の

方々が、従事者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、その従事者が林業会をやめた

ときに林退共から退職金を支払うという、いわば林業会全体の退職金制度です。

○掛金は税法上について、法人では損金、個人企業では必要経費となります。

○掛金の一部を国が免除します。

○雇用事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。

事業主の皆様へ
・共済証紙は労働日数に応じて適正に貼付してください｡

・共済手帳を所持している従事者が林業界を引退するときは、忘れずに退職金を請求するよう指導してくだ

　さい｡

※詳しいことは最寄りの支部または本部へお問合せください。

□問 独立行政法人勤労者退職金共済機構 林業退職金共済事業本部

     TEL：03-6731-2889　（鳥取支部 鳥取県森林組合連合会TEL：0857-28-0121）



鳥取県西部広域行政管理組合営火葬場
「桜の苑」施設の利用再開のお知らせ

お知らせ

令和元年度鳥取県西部広域行政管理組合一般会計　決算の概要お知らせ

　火葬場「桜の苑」（米子市長砂町）は、令和２年

10月から仮設施設を使用し実施していました内部改

修工事が完了し、令和３年２月から待合室・便所等

の利用が可能となりますのでお知らせします。な

お、駐車場等の改修工事は３月まで引き続き行いま

すので、ご利用の皆さまにはご不便とご迷惑をおか

けしますが、ご理解いただきますようお願いします｡

□問 鳥取県西部広域行政管理組合事務局施設工事課

     TEL：0859-29-5124　FAX：0859-29-5138

税の無料相談会開催お知らせ

　2月23日は「税理士記念日」です。税理士法の前

進である税部代理士法が制定された昭和17年2月

23日に因んで定められました。記念日の行事として

下記日程により「税の無料相談会」を開催すること

をお知らせいたします。

□日 2月23日（火）10：00～16：00

□場 米子コンベンションセンター5F第4・5会議室

　  SANKO夢みなとタワー第3会議室

□内「税の無料相談会」

　　～税金に関することなら何でもご相談ください～

□問 中国税理士会米子支部

     TEL：0859-32-4795(受付13：00～16：00)

17　  広報にちなん 令和３年２月 □日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象

　放送大学は令和3年4月の入学生の募集を開始しま

した。通信制大学である本学では、大学卒業資格で

ある「学士（教養）」の学位取得を目指す方、資格

取得を目指す方、卒業を目的とせず学びたい科目だ

けを学修する方などさまざまな目的で幅広い世代、

職業の人達が学んでいます。個別相談会も実施して

おりますのでぜひご参加ください。

○入学生募集期間
　令和３年３月16日(火)まで

○各地区大学説明会・個別相談会
□日 ２月20日(土)21日(日)13：00～16：00

□場 米子市文化ホール　※東部、中部でも開催してお

　  ります。詳しくはお問合せください。

□問 鳥放送大学鳥取学習センター

      TEL：0857-37-2351

放送大学4月入学生を募集します募集

連合全国一斉集中労働相談ホットラインお知らせ

　安心して働いていますか？連合は「労働相談ダイ

ヤル」を開設し、雇用形態にかかわらず、働くみな

さんのトラブルや心配事の解決に向け、相談員が秘

密厳守でおこたえします。お気軽にご相談ください｡

□日 2月24日(水)～25日(木)10：00～19：00

　  フリーダイヤル0120 -154 -052
※携帯電話からでもOKです。

※上記以外にも通年的にフリーダイヤルで相談を受

　け付けています。

□問 連合鳥取TEL：0857-26-6605

～雇用SOS ちょっと待った！その解雇・雇止め～

いこうよ れんごうに
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自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
編
集
室
選

広報文芸

短

　歌

コ
ロ
ナ
騒
動
一
日
も
早
く
平
和
な
日
を
待
つ

　
　

  

神
戸
上
　柴
田
　篤
子

下
を
ち
ょ
っ
と
見
つ
め
自
分
の
幸
せ
は
私
で
き
め
る

　茶
　屋
　岸
本
　治
枝

会
え
な
く
も
心
の
密
を
静
か
な
正
月
と
す
る

　
　

  

生
　山
　渡
辺
　圭
子

黒
豆
剥
き
出
す
指
先
が
今
日
の
日
和
に
弾
む

　
　

  

茶
　屋
　木
山
　操
子

事
多
か
っ
た
一
年
の
想
い
柚
子
湯
に
浸
か
る

　
　

  

茶
　屋
　小
林
　道
子

初
春
心
の
中
温
め
て
く
れ
た
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー

　
  

茶
　屋
　木
山
　輝
子

土
鈴
が
揃
う
十
二
年
越
し
の
除
夜
の
鐘
を
撞
く

　
  

茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

来
年
は
良
い
年
に
と
願
っ
て
正
月
を
飾
る

　
　
　

  

茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

雑
煮
作
り
て
故
郷
の
母
想
い
だ
す

　
　
　

  

　
　
　萩
　原
　岡
本
　健
三

ハ
ン
ザ
ケ
や
石
の
隙
間
で
春
を
待
つ 

　
　

 

　
　
　萩
　原
　金
谷
　松
代

雪
見
た
し
と
南
國
の
孫
羨
み
し

　
　
　
　

  

　
　
　宮
　内
　田
辺
登
志
美

初
雪
や
う
っ
す
ら
見
す
る
鬼
林
山

　
　
　
　

  

　
　神
戸
上
　笹
間
　玲
子

雪
見
コ
ー
ヒ
ー
五
臓
六
腑
の
こ
こ
ち
よ
さ

　
　

  

　宮
　内
　木
村
萬
佐
子

遅
起
の
身
嗜
と
と
の
え
初
鏡

　
　

  

　
　
　
　
　
　

 

宮
　内
　舩
越
　裕
子

コ
ロ
ナ
年
雑
煮
も
ミ
カ
ン
も
郵
送
に

　
　

  

　
　
　下
石
見
　矢
田
貝
　元

「
恙
な
く
」
言
葉
の
重
み
年
の
暮

　
　
　
　

  

　
　矢
　戸
　和
田
　淑
子

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

神
の
山
抜
き
出
た
杉
の
秀
穂
が

　
　
　令
和
の
空
に
栄
え
続
か
ん

阿
毘
縁
　木
村
　民
子

珍
客
の
我
家
の
庭
に
雉
の
雄

　
　窓
ご
し
に
観
る
り
り
し
き
姿

下
石
見
　浅
川
　三
郎

し
め
縄
や
隣
の
手
の
内
眺
め
つ
つ

　
　じ
っ
と
黙
り
て
吾
は
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ

寒
中
に
背
す
じ
伸
ば
し
て
一
歩
づ
つ

　
　ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
皆
で
行
き

上
石
見
　福
田
　輝
之

コ
ロ
ナ
禍
に
明
け
て
暮
れ
た
る
日
々
な
れ
ど

　
　
　決
意
新
た
に
今
年
乗
り
切
る

老
や
死
も
恐
る
に
足
り
ぬ
真
理
な
り

　
　
　世
の
移
ろ
い
は
色
即
是
空

湯
　河
　山
田
　司
郞

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
手
話
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
手
話
が
初
心
者
の
方
で
も
安
心
で
す
。
お
し
ゃ

べ
り
を
し
な
が
ら
、
日
常
生
活
の
中
の
簡
単
な
手
話
表
現

を
学
習
し
て
い
ま
す
。
手
話
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
一
緒
に
学

習
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

２
月
は
学
習
会
は
開
催
し
ま
せ
ん

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
南
町

に
移
住
し
、
初
め
て
の
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。
雪
の
量
や

雪
か
き
の
大
変
さ
、
除
雪
の
凄
さ
、
寒
さ
の
厳
し
さ
な
ど

驚
い
た
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
一
番
驚
い
た
こ
と
は

日
南
町
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
お
雑
煮
が
美
味
し
い
と
い
う

こ
と
で
す
！
ご
好
意
で
食
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
甘
い
だ

し
と
ぶ
り
の
う
ま
み
、
海
苔
か
ら
香
る
日
本
酒
そ
し
て
大

き
く
て
柔
ら
か
な
お
も
ち
・
・
・
。
と
全
て
が
マ
ッ
チ
し

た
お
雑
煮
に
感
動
し
ま
し
た
！
成
人
式
等
の
延
期
や
中
止

を
は
じ
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
辛
抱
が
続
き
ま
す
が
、
町
の

方
々
の
大
活
躍
に
背
中
を
押
さ
れ
（
表
彰
さ
れ
た
方
々
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
）
、
今
年
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
！

編
集
後
記

役
場
企
画
課
　
８
２

－

１
１
１
５

問

２
月
の
日
程

グーにした右手をの
どの前において咳を
する様子

両手をグーにして手の
甲は相手側に向け小指
側をトントンと２回ぶ
つける。

「
咳
」

「
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

【お問い合せ先】石田由香里（０８０-３０５２-９９３３)　浅野博美（０９０-９７３４-１８８７)



（令和２年12月16日～令和３年１月15日受付分）

令和２年12月末日現在
法令の改正により、外国人を含めた世帯数と人口を掲載
しています。

■世 帯 1,984 （−  6）  ■人 口  4,391 （ − 10）
■    男 2,076 （−  5）  ■　  女  2,315 （ −  5）

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

柴　原　時　枝　  105歳　　　 上石見

足　羽　　　隆　　 88歳　　　 　霞

西　下　しめ子　　 89歳　　　 豊　栄

増　原　豊　子　　 90歳　　　 湯　河

宮　脇　和　子　　 92歳　　　 下石見

矢田貝　征　記　　 82歳　　　 福万来

河　平　正　隆　　 75歳　　　 生　山

本　多　重　正　　 95歳　　　 花　口

井下原　光　明　　 98歳　　　 河　上

坪　倉　信　幸　　 95歳　　　 福万来

　氏　　名　　　　　届  出  人　　　      住　所 

今　倉　礼　人　　 慎吾　　　　　  霞

佐々木　　　健　　 裕樹　　　　　茶屋

ご誕生おめでとうございます

　新年あけましておめでとうございます。令和

3年は雪深い始まりとなりました。

　年末からの雪で、一部の地域では倒木により

道路は封鎖され停電が発生するなどご心配をか

けました。また、町民の安心・安全を確保するため早朝

から除雪をしていただいた皆様ありがとうございます｡

　新型コロナウイルスの感染者数は、都市部や地方と

もに増加が続いております。町民の皆様には引き続き

感染予防に努めていただきたいと思います。年末に配

らせていただいたマスクを使用していただければ幸い

です。国では新型コロナウイルス感染症のワクチン接

種に向けての準備が進んでいます。ワクチン接種の優

先順位が設けられますが、詳細が決まり次第しっかり

と広報して、希望者に接種していただけるよう努めて

まいります。ウィズコロナからアフターコロナへの時

期が早期に到来し、人と人が集い思い通りの行動がで

きる普通の暮らしになることを願うばかりです。

（１月６日記）

町長

日誌

日南町長　　中村　英明

19　  広報にちなん令和３年２月

たける

らい と



■編集･発行　日南町役場 企画課　〒 689－5292　鳥取県日野郡日南町霞800  TEL/0859－82－1115　FAX/0859－82－1478

町内で撮影した写真であればなんでも応募可能！
○応 募 先　①メール　s0200@town.nichinan.lg.jp　②持参
○必要事項　①写真データ　②お名前(ペンネーム可)　③連絡先(電話番号)　④撮影時期
　　　　　　　⑤撮影場所　⑥題名とエピソード
○応募締切　毎月5日（随時募集中！）町のPR等で使用させていただく場合があります。
【お問い合わせ先】　役場企画課　TEL82-1115

投稿写真募集中！

求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種

　山地の明るい林縁などに生育する多年生草
本。高さ0.5～1ｍ。葉は互生し、上部の葉は
小葉で無柄。下部の葉は短い柄があり、卵形
または長楕円形で長さ5～12ｃｍ、先はとが
り不揃いな鋸歯がある。葉は紫色で茎頂と上
部の葉脇から伸びた総状花序につく。花弁は
反り返る。花期は6～8月。保護するためには、
他の植物に被圧されないようにすることが重要｡

シデシャジン
絶滅危惧Ⅰ類（CR-EN）

　日南町のダムと言えば「菅沢ダム」が浮かびますが、印賀にある「大宮ダ
ム」を皆様はご存知でしょうか。
　大宮ダムは発電用として昭和15年に竣工され、戦後の電力民営化により
中国電力が事業を継承しています。菅沢ダムの上流にあり、取水された水は

調整池の「鵜の池」を経由
し、「黒坂水力発電所」に
送水されています。ダム敷
地への立ち入りはできませ
んが、フェンス越しに荘厳
なダムを眺めることができ
ます。戦前から佇む風情あ
るダムを堪能することがで
きますので、気になる方は
ぜひお立ち寄りください。

大宮まちづくり協議会 TEL 8７ｰ0911問

戦前から佇む「大宮ダム」

投
稿
者
：
風
鈴

時
期
：
11
月
５
日

撮
影
場
所
：
丸
山

『
寒
い
朝
』

今月の 1枚 Vol.44

令和元年12月９日生まれ

（父）彰徳さん　（母）澪菜さん

大柄　實徳 くん【 矢戸 】
みのりおおえ「

食
べ
る
の
大
好
き
」

　食べることが大好きで、ご飯もおかずも好き嫌いせずによ
く食べてくれ、なかでも柿が大好き！ボール遊びも好きで、
日に日に投げることが上手になっています。お兄ちゃんのこ
とも大好きで、よく真似をしながら一緒に遊んでいます｡
　最近、ゴミを拾ってゴミ箱に捨てることができるように
なっていてビックリ。大人がしていることをよく見ているん
だなぁと感じました。
　「お兄ちゃんと仲良くして、優しい子に育ってほしいな」
とご両親。

昭和15年建設当時

令和２年12月24日撮影


